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（１）コンクリ－ト

◎  コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては

◎  セメントは、ＪＩＳＲ５２１０の普通ポルトランドセメント

◎  計画調合は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

◎  寒中、暑中コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、

   管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

◎  強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生とし、

    尚、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、４週用に３本

◎  ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて

    においては、コンクリ－トの自由落下高さは１ｍ以下とする。

（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。

    ２５°Ｃ以上の場合は２時間以内とする。

（２）   鉄    筋

◎

◎

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ 、定着長さは

    「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」による。

◎  Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス 圧接とする場合は、日本

    圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

◎  ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接 箇所ごと（２００箇所

    を越えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本 とする。

◎  柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型

打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５°

適当な間隔において、

採取は打ち込み工程毎及び

必要本数採取する。

調合、打ち込み、養生、

１． 一 般 事 項

木造用鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図

Ｃ未満の場合は２．５時間

垂直に打ち、床スラブ

を標準とする。

    １５０ｍ3　につき１回を標準とする。１回に採取する供試体は、

とする。

 ＪＡＳＳ５による。

鉄筋はＪＩＳＧ３１１２の規格品を標準とする。施工に関してはＪＡＳＳ５による。

継    手

１． 末端のフックは、定着および継手の長さには含まれない。

２． 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

３． 直径の異なる材の継手は、細い方の材の継手長さとする。

４． 直径が２８ｍｍ以上の場合は、重ね継手としてはならない。

５． 鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。

Ｈ＝１．４ｄ～１．６ｄ

Ｌ＝０．９ｄ～１．２ｄ

偏心はｄ／１０以下ガス圧接形状

重ね継手（下図のいづれかとする）

Ｈ

Ｌ

圧接継手

３ｍｍ以下

θ＞８０°

θ ｄ

ａ≧４００

Ｌ１

１．５Ｌ１以上

Ｌ１

０．５Ｌ１以上

鉄筋の種類

コンクリ－トの

設計基準強度の

範囲（Ｎ／ｍ㎡）

定着の長さ

一    般

（Ｌ２）

ＳＲ ２３５

ＳＤ ２９５

ＳＤ ３４５

２１以上

２７（２４）以下

１３．５以上

２１未満

２１以上

２７（２４）以下

１３．５以上

２１未満

３５ｄフックつき

４５ｄフックつき

３５ｄまたは

２５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

下ば筋（Ｌ３）

小 梁 スラブ

２５ｄフック

つき

１５ｃｍ

フックつき

２５ｄまたは

１５ｄフック

つき

１０ｄかつ

１５ｃｍ以上

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｌ１）

３５ｄフックつき

４５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

４５ｄまたは

３５ｄフックつき

（３） 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（注）（ ）内は軽量コンクリ－トの場合を示す
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ｄｄｄ

81

折曲げ角度

（１） 鉄筋末端部の折曲げの形状

図

１８０° １３５° ９０° 備    考

鉄筋の余長 ４ｄ以上 ６ｄ以上
８ｄ以上

（※４ｄ以上）

折曲げ内法寸法Ｒは ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５、ＳＤ３４５は

４ｄ以上

スラブ筋・壁筋の末端部または

スラブと同時に打ち込むＴ形お

よびＬ形梁のキャップタイにの

み用いる。

キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

（２） 鉄筋中間部の折曲げ形状、鉄筋の折曲げ角度９０°以下

図 使用箇所 鉄筋径ｄ 鉄筋の種類 折曲げ内のりＲ

ａ） 帯筋

あばら筋

スパイラル筋

ｂ） スラブ筋

壁筋

Ｃ） ａ）、ｂ）

以外の鉄筋

各    種

ＳＲ235

ＳＤ295．ＳＤ345

各    種

φ１６，Ｄ１６以下

φ１９．Ｄ１９以上

φ２８以下．Ｄ２５以下

φ３２以下．Ｄ４１以下

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

６ｄ以上

ｄ

Ｒ

２． 鉄 筋 加 工、 か ぶ り

備    考適用箇所

捨コンクリ－ト

土間コンクリ－ト

基礎．基礎梁

種　類

普　通

普　通

普　通

スランプｃｍ

（２）鉄　　筋

異形鉄筋

材　　料

ＳＤ２９５

□ＳＤ３４５

径 使　用　箇　所

１８

２０

床、梁、主筋

梁、スタ－ラップ、スラブ、壁筋

Ｄ１６，Ｄ１９，Ｄ２２，Ｄ２５

Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６

Ｆｃ＝２１ 

３．使　用　構　造　材　料

（１）コンクリ－ト

設計基準強度　Ｎ／ｍｍ2

単位水量は１．８５Ｎ/mm3 以下を原則とする．

Ｆｃ＝１５

土に接する　

部分

（４） か ぶ り 厚 さ

かぶり厚さの最小値（ＪＡＳＳ ５．１０．１表）

構造部分の種別

コンクリ－トの種類
普通コンクリ－ト 軽量コンクリ－ト

土に接しな

い部分

床スラブ・屋根スラ

ブ・耐力壁以外の壁

柱

は   り

耐 力 壁

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

屋

内

外

屋 仕上げあり

仕上げなし

擁  壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁・布基

礎立上り部

基  礎 ・ 擁  壁

２０　（３０）

３０　（４０）

３０　（４０）

３０　（４０）

３０　（４０）

４０ ※１ （５０）

４０　（５０）

６０　（７０）

４０　（５０）

２０　（３０）

３０　（４０）

３０　（４０）

３０　（４０）

３０　（４０）

４０　（５０）

５０ ※２ （６０）

〔注〕

＊１． コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認を

＊２． 軽量コンクリ－ト１種および２種に適用する。

＊３． （）内の値は日本建築学会の配筋指針案による設計かぶり厚さの 標準値である。

鉄 筋 の フ ッ ク（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（６）

異形鉄筋１．７ｄ以上（鉄筋間隔２．７ｄ以上） 丸鋼１．５ｄ以上（鉄筋間隔２．５ｄ以上）

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ａ． 丸鋼

ｂ． あばら筋、帯筋

Ｃ． 煙突の鉄筋

ｄ． 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ． 単純梁の下端筋

ｆ． その他、本配筋標準に記載する箇所

｛

｛

かぶり厚さ

７０ ※２ （８０）

４０　（５０）

上図の ●印 の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

受けて３０ｍｍとすることができる。

（３）　型　　枠

材料・・・合板厚１２m／mを標準とする。

施工はJASS5による。

コンクリートの

圧縮強度

早強ポルト 普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

シリカセメント

A種

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

８

スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

設計基準強度の

セ

メ

ン

ト

の

種

類

部 位

存

置

期

間

の

平

均

気

温

せ　き　板 支　　柱

設計基準強度の５０％
８５％ １００％

の
材
令

(日)

　15°C以上

 5°C～15°C

   5°C未満

基礎、はり側、柱、壁

ランドセメント

5.0N／mm2

種類

コ
ン
ク
リー

ト

型枠存置期間

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

（５） 鉄 筋 の あ き

１８
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白金建築設計事務所
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二級建築士事務所　二級　　東京都知事登録　第15948号

二級建築士　　東京都知事登録　第86870号

石井美里

水野公貴
基礎伏図
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高耐力オメガアンカーボルト

HD15

Hi43

Hi43

HD20

HD15 HD15

HD20HD15 HD15 HD25 HD15

Hi20HD15HD15HD15

+50

ＦＳ２

F
G
4

45
5

9
10

45
5

45
5

9
10

45
5

150 150 150

150

1
50

1
50

4
55

+50

ＦＳ１

F
G
1
B

FG1A

F
G
3

F
G
5

F
G
5

+50

ＦＳ２

910 455 682.5 910

455

1,462.5

M16　200㎜以上

短辺（主筋） 長辺（配力筋）
基礎スラブ 厚

中央部 中央部端部 端部

ＦＳ１ Ｄ１３＠２００ Ｄ１３＠２００

ＦＳ２ Ｄ１３＠１００ Ｄ１３＠１００

Hi68 -
高耐力オメガアンカーボルトM16

ＨＤ金物用アンカーボルト　M16

図　面　凡　例

柱位置

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　M12　A-40@1,820、埋め込み長さ250mm以上とする

束

人通口補強

取り付け位置は芯より200mm　離れ
埋込長さ 250mm　以上

柱脚接合金物 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込み長さ ｵﾒｶﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12,M16の埋込み長さ

M12　250㎜以上－ M12　200㎜以上

～HD25 M16　360㎜以上 M16　200㎜以上

M16　580㎜以上 M16　200㎜以上～HD35

※特記なき基礎スラブはＦＳ１とする

※特記なき外周部の基礎梁はＦＧ１とする

※特記なき　内部の基礎梁はＦＧ２とする

※防蟻土壌処理有り

※使用材料

・鉄筋ＳＤ２９５Ａ

※根切り上の注意

印は、土間を示す

印は、耐圧版（ＦＳ）とする

・着工前に地耐力を確認する

GLからのスラブ天端高さを示す+***

・施工上の安全を確認すること

・地耐力 ３０ＫＮ／ｍ2

・コンクリート設計基準強度　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2

M16　200㎜以上M16　630㎜以上Hi43

１７０

１７０

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

UDI識別番号：W2022UDI35959



共通事項

4)鉄筋　SD295A

5)基礎下は、防湿フィルム敷きとする。

6)配筋については、構造計算により確認する事。

7)耐圧盤天端レベルは、物件により異なります。

9)その他は構造計算にて決定する事。

10)配筋は、ＢＲＳ工法(BCJ評定LC0037-01)とすること。

11)ﾕﾆｯﾄ鉄筋で施工出来ない箇所は現場加工、鉄筋末端部ﾌｯｸ付

8)スペーサーブロック（Ｈ７０又はＨ９０）を使用する事。

1)長期許容地耐力　ｆe=30kN/㎡

2)コンクリート設計基準強度　　　Fc=21N/ｍ㎡

3)コンクリート品質基準強度　　　Fq=24N/ｍ㎡

FS2

FS1

 

GL

GL

GL+50

GL+50

 

 

※立ち上がり部はFG2と同配筋とする
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株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

基礎断面図【１】 S=1/30
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D13@200

D13@100
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FG3 FG4 FG5

※立ち上がり部はFG2と同配筋とする※立ち上がり部はFG2と同配筋とする
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土台：米松

屋根下地

※納まりの都合等で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

構造用合板(特類)t=12mm(釘:N50@150)川の字釘打ち

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床下地

火打梁

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

小屋束  90×90  米栂ＫＤ（無等級）

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）又は鋼製火打

 45×45 ＠455   　米松 （無等級）垂木

合板受材

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）

2F床下地

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち3F床下地

1F床下地

構造用合板(特類2級)t=30mm(釘:N75@150)四周釘打ち

特記なき梁　欧州赤松集成(E105-F300)：対称異等級

（  ）表記　　米松集成(E135-F375)：対称異等級
梁

管柱

使用材料一覧

大引き

土台
105×105 米松(無等級):防腐防蟻処理

105×105 米栂(無等級):防腐防蟻処理

※横架材接合部金物 <特記なき接合部は（Ａ）とする>

※納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

※特記なき柱のほぞ寸法は、30×88 短ほぞ差しとする

※特記なき梁は、105巾　とする。

※特記なき梁は、105×105　とする。

※特記なき土台は、105×105　米栂(無等級)　とする。

床伏図凡例

管柱 下階柱 大引き・合板受

火打梁 小屋束

 (Ａ)：腰掛け蟻＋短冊金物､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト(10.10kN)

 (Ｂ)：腰掛け蟻＋短冊金物×2､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×2

　　　 (15.90kN)

棟木

105×105 杉集成材（E65-F255）同一等級

 90×90　　米栂ＫＤ（無等級）

105巾　　　米栂ＫＤ（無等級）

 90×90 @910  米栂ＫＤ（無等級）

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

UDI識別番号：W2022UDI35959
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株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

耐力壁凡例

筋違い４５×９０　４．０倍

筋違い４５×９０　２．０倍上下

真壁・真壁床勝ち

大壁床勝ち

受材:30mm×40mm N75@200

大壁

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0242-1】

3

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0179-1】

受材:30mm×40mm N75@200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0177-1】

2.9

2.6

(Hi68)

非耐力壁表示箇所（N50 or CN50 外周部＠250　中通り＠250）

43.70KN(Hi43)

高耐力ホールダウンHi(㈱タナカ)

ビスどめホールダウンHi(㈱タナカ)

(5)
(5)

(5)

(35)

(30)

(25)

(20)

(15)

(10)

かど金物　又は同等以上

35kN　ホールダウン 35.00KN

10kN用柱接合金物　又は同等以上

30.00KN

10.00KN

25.00KN

20.00KN

15.00KN

 5.00KN

30kN　ホールダウン

25kN　ホールダウン

20kN　ホールダウン

15kN　ホールダウン

接合金物凡例

柱脚金物
を示す柱頭金物

68.10KN

●柱の材種・材寸を変更する場合は同等耐力以上とする

　柱頭･柱脚金物は両引きとし、耐力の大きい金物を使用する

●上下階の柱位置がそろっていて、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が発生している箇所の

●上下階の柱位置がそろっていて、柱頭柱脚どちらかにﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が

　発生している箇所は、座金付ﾎﾞﾙﾄにて緊結する

●納まりの都合で、金物を変更する場合は同等品以上とする

　を取付けることとする

●特記なき柱(柱頭･柱脚共)には、かすがい打ち、または同等品以上の金物を

UDI識別番号：W2022UDI35959
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特記無き床
根太と梁組の接合仕様 梁の側面に受け材と同断面の掘込加工をし受材を

落し込み受材上端から彫込にN75釘1本を斜め打ち

許容せん断力 7.84 kN/m
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屋根下地

※納まりの都合等で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

構造用合板(特類)t=12mm(釘:N50@150)川の字釘打ち

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床下地

火打梁

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

小屋束  90×90  米栂ＫＤ（無等級）

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）又は鋼製火打

 45×45 ＠455   　米松 （無等級）垂木

合板受材

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）

2F床下地

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち3F床下地

1F床下地

構造用合板(特類2級)t=30mm(釘:N75@150)四周釘打ち

特記なき梁　欧州赤松集成(E105-F300)：対称異等級

（  ）表記　　米松集成(E135-F375)：対称異等級
梁

管柱

使用材料一覧

大引き

土台
105×105 米松(無等級):防腐防蟻処理

105×105 米栂(無等級):防腐防蟻処理

※横架材接合部金物 <特記なき接合部は（Ａ）とする>

※納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

※特記なき柱のほぞ寸法は、30×88 短ほぞ差しとする

※特記なき梁は、105巾　とする。

※特記なき梁は、105×105　とする。

※特記なき土台は、105×105　米栂(無等級)　とする。

床伏図凡例

管柱 下階柱 大引き・合板受

火打梁 小屋束

 (Ａ)：腰掛け蟻＋短冊金物､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト(10.10kN)

 (Ｂ)：腰掛け蟻＋短冊金物×2､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×2

　　　 (15.90kN)

棟木

105×105 杉集成材（E65-F255）同一等級

 90×90　　米栂ＫＤ（無等級）

105巾　　　米栂ＫＤ（無等級）

 90×90 @910  米栂ＫＤ（無等級）

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当
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株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

耐力壁凡例

筋違い４５×９０　４．０倍

筋違い４５×９０　２．０倍上下

真壁・真壁床勝ち

大壁床勝ち

受材:30mm×40mm N75@200

大壁

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0242-1】

3

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0179-1】

受材:30mm×40mm N75@200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0177-1】

2.9

2.6

(Hi68)

非耐力壁表示箇所（N50 or CN50 外周部＠250　中通り＠250）

43.70KN(Hi43)

高耐力ホールダウンHi(㈱タナカ)

ビスどめホールダウンHi(㈱タナカ)

(5)
(5)

(5)

(35)

(30)

(25)

(20)

(15)

(10)

かど金物　又は同等以上

35kN　ホールダウン 35.00KN

10kN用柱接合金物　又は同等以上

30.00KN

10.00KN

25.00KN

20.00KN

15.00KN

 5.00KN

30kN　ホールダウン

25kN　ホールダウン

20kN　ホールダウン

15kN　ホールダウン

接合金物凡例

柱脚金物
を示す柱頭金物

68.10KN

●柱の材種・材寸を変更する場合は同等耐力以上とする

　柱頭･柱脚金物は両引きとし、耐力の大きい金物を使用する

●上下階の柱位置がそろっていて、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が発生している箇所の

●上下階の柱位置がそろっていて、柱頭柱脚どちらかにﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が

　発生している箇所は、座金付ﾎﾞﾙﾄにて緊結する

●納まりの都合で、金物を変更する場合は同等品以上とする

　を取付けることとする

●特記なき柱(柱頭･柱脚共)には、かすがい打ち、または同等品以上の金物を
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根太と梁組の接合仕様 梁の側面に受け材と同断面の掘込加工をし受材を

落し込み受材上端から彫込にN75釘1本を斜め打ち

許容せん断力 7.84 kN/m
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屋根下地

※納まりの都合等で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

構造用合板(特類)t=12mm(釘:N50@150)川の字釘打ち

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床下地

火打梁

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

小屋束  90×90  米栂ＫＤ（無等級）

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）又は鋼製火打

 45×45 ＠455   　米松 （無等級）垂木

合板受材

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）

2F床下地

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち3F床下地

1F床下地

構造用合板(特類2級)t=30mm(釘:N75@150)四周釘打ち

特記なき梁　欧州赤松集成(E105-F300)：対称異等級

（  ）表記　　米松集成(E135-F375)：対称異等級
梁

管柱

使用材料一覧

大引き

土台
105×105 米松(無等級):防腐防蟻処理

105×105 米栂(無等級):防腐防蟻処理

※横架材接合部金物 <特記なき接合部は（Ａ）とする>

※納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

※特記なき柱のほぞ寸法は、30×88 短ほぞ差しとする

※特記なき梁は、105巾　とする。

※特記なき梁は、105×105　とする。

※特記なき土台は、105×105　米栂(無等級)　とする。

床伏図凡例

管柱 下階柱 大引き・合板受

火打梁 小屋束

 (Ａ)：腰掛け蟻＋短冊金物､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト(10.10kN)

 (Ｂ)：腰掛け蟻＋短冊金物×2､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×2

　　　 (15.90kN)

棟木

105×105 杉集成材（E65-F255）同一等級

 90×90　　米栂ＫＤ（無等級）

105巾　　　米栂ＫＤ（無等級）

 90×90 @910  米栂ＫＤ（無等級）

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

UDI識別番号：W2022UDI35959
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二級建築士事務所　二級　　東京都知事登録　第15948号
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石井美里

水野公貴 08
３階耐力壁・金物位置図
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株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

耐力壁凡例

筋違い４５×９０　４．０倍

筋違い４５×９０　２．０倍上下

真壁・真壁床勝ち

大壁床勝ち

受材:30mm×40mm N75@200

大壁

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0242-1】

3

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0179-1】

受材:30mm×40mm N75@200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0177-1】

2.9

2.6

(Hi68)

非耐力壁表示箇所（N50 or CN50 外周部＠250　中通り＠250）

43.70KN(Hi43)

高耐力ホールダウンHi(㈱タナカ)

ビスどめホールダウンHi(㈱タナカ)

(5)
(5)

(5)

(35)

(30)

(25)

(20)

(15)

(10)

かど金物　又は同等以上

35kN　ホールダウン 35.00KN

10kN用柱接合金物　又は同等以上

30.00KN

10.00KN

25.00KN

20.00KN

15.00KN

 5.00KN

30kN　ホールダウン

25kN　ホールダウン

20kN　ホールダウン

15kN　ホールダウン

接合金物凡例

柱脚金物
を示す柱頭金物

68.10KN

●柱の材種・材寸を変更する場合は同等耐力以上とする

　柱頭･柱脚金物は両引きとし、耐力の大きい金物を使用する

●上下階の柱位置がそろっていて、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が発生している箇所の

●上下階の柱位置がそろっていて、柱頭柱脚どちらかにﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物が

　発生している箇所は、座金付ﾎﾞﾙﾄにて緊結する

●納まりの都合で、金物を変更する場合は同等品以上とする

　を取付けることとする

●特記なき柱(柱頭･柱脚共)には、かすがい打ち、または同等品以上の金物を

UDI識別番号：W2022UDI35959
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水野公貴
小屋伏図
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屋根下地

※納まりの都合等で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

構造用合板(特類)t=12mm(釘:N50@150)川の字釘打ち

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床下地

火打梁

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

小屋束  90×90  米栂ＫＤ（無等級）

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）又は鋼製火打

 45×45 ＠455   　米松 （無等級）垂木

合板受材

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）

2F床下地

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち3F床下地

1F床下地

構造用合板(特類2級)t=30mm(釘:N75@150)四周釘打ち

特記なき梁　欧州赤松集成(E105-F300)：対称異等級

（  ）表記　　米松集成(E135-F375)：対称異等級
梁

管柱

使用材料一覧

大引き

土台
105×105 米松(無等級):防腐防蟻処理

105×105 米栂(無等級):防腐防蟻処理

※横架材接合部金物 <特記なき接合部は（Ａ）とする>

※納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

※特記なき柱のほぞ寸法は、30×88 短ほぞ差しとする

※特記なき梁は、105巾　とする。

※特記なき梁は、105×105　とする。

※特記なき土台は、105×105　米栂(無等級)　とする。

床伏図凡例

管柱 下階柱 大引き・合板受

火打梁 小屋束

 (Ａ)：腰掛け蟻＋短冊金物､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト(10.10kN)

 (Ｂ)：腰掛け蟻＋短冊金物×2､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×2

　　　 (15.90kN)

棟木

105×105 杉集成材（E65-F255）同一等級

 90×90　　米栂ＫＤ（無等級）

105巾　　　米栂ＫＤ（無等級）

 90×90 @910  米栂ＫＤ（無等級）

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当

UDI識別番号：W2022UDI35959
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90x90米栂(+455)180米栂(+455) 180米栂(+455)

許容せん断力

転び止の側面から軒桁等の上面にN75釘4本を斜め打

軒桁等の上面の垂木間に垂木と同断面の転び止めを載せ

棟木の接合使用 垂木の側面から軒桁等の上面にN75釘2本を斜め打

軒桁･母屋･棟木（以下の軒桁等）の垂木道に垂木を載せ、垂木と軒桁・母屋

1.37 kN/m

屋根・・・垂木45×45＠455

1,
82

0
91
0

91
0

9
10

屋根下地

※納まりの都合等で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

構造用合板(特類)t=12mm(釘:N50@150)川の字釘打ち

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床下地

火打梁

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

小屋束  90×90  米栂ＫＤ（無等級）

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）又は鋼製火打

 45×45 ＠455   　米松 （無等級）垂木

合板受材

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち

 90×90  米栂ＫＤ（無等級）

2F床下地

構造用合板(特類2級)t=24mm(釘:N75@150)四周釘打ち3F床下地

1F床下地

構造用合板(特類2級)t=30mm(釘:N75@150)四周釘打ち

特記なき梁　欧州赤松集成(E105-F300)：対称異等級

（  ）表記　　米松集成(E135-F375)：対称異等級
梁

管柱

使用材料一覧

大引き

土台
105×105 米松(無等級):防腐防蟻処理

105×105 米栂(無等級):防腐防蟻処理

※横架材接合部金物 <特記なき接合部は（Ａ）とする>

※納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする

※特記なき柱のほぞ寸法は、30×88 短ほぞ差しとする

※特記なき梁は、105巾　とする。

※特記なき梁は、105×105　とする。

※特記なき土台は、105×105　米栂(無等級)　とする。

床伏図凡例

管柱 下階柱 大引き・合板受

火打梁 小屋束

 (Ａ)：腰掛け蟻＋短冊金物､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト(10.10kN)

 (Ｂ)：腰掛け蟻＋短冊金物×2､もしくは､大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト×2

　　　 (15.90kN)

棟木

105×105 杉集成材（E65-F255）同一等級

 90×90　　米栂ＫＤ（無等級）

105巾　　　米栂ＫＤ（無等級）

 90×90 @910  米栂ＫＤ（無等級）

株式会社創建設計一級建築士事務所

一級建築士（国土交通大臣登録）第266402号 野見有作

構造計算担当
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壁倍率凡例
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２.０倍
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４５×９０　筋違い　ダブル

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0177-1】

2.9

大壁

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする

2.6

構造用パーティクルボード　９.０mm　【FRM-0179-1】

釘打ち：N50,NZ50,CN50.CNZ50 外周部＠100　中通り＠200

受材:30mm×40mm N75@200 真壁・真壁床勝ち

耐力壁：妻面まで施工する
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株式会社ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ･ｱｰｷﾃｸﾄ藤沢住宅展示場 

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

白金建築設計事務所株式会社二級建築士事務所
二級建築士（東京知事登録 第 86870 号）石井 美里

UDI識別番号：W2022UDI35959



はじめに

本報告書は、 建物の適切な基礎計画を行うために設計の補助として資料のご提供をするものです。

お客様がいつまでも安心した住生活を送っていただけますことを心より祈念いたします。

本報告書を作成するにあたり、 ご協力いただきました関係各位には厚く御礼申し上げます。

物件名称

物件所在地

調査日

依頼会社名 株式会社ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ･ｱｰｷﾃｸﾄ藤沢住宅展示場 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

2023年03月09日 

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

UDI識別番号：W2022UDI35959



株式会社ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ･ｱｰｷﾃｸﾄ藤沢住宅展示場 2023年03月10日 

ベタ基礎 ３階 

江澤 香織 

30.0

2023年03月09日 S202303P218

S63965

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

木造 

ＳＷＳ試験・ＳＤＳ試験 

調査の結果、土質については、SDS調査より、

GL-0.75m付近まで盛土・埋土(砂質土)、以深より粘性

土と砂質土の互層と識別されます。SWS調査では、自

沈で推移する軟らかい層の不均一な分布が確認されま

す。地盤の長期許容応力度が基礎の設計地耐力を下

回っており、敷地内の地盤の耐力不足が懸念され、不

同沈下を引き起こす可能性が高い地盤状態であると推

察されます。よって、沈下対策として地盤補強を実施

し、計画基礎の長期的な安定性を確保する必要がある

と考察致します。※建築確認検査機関等の見解・指導

によっては、別途対策が必要になる場合があります。 

柱状改良工法 SQPile工法 

(財)日本建築総合試験所の性能証

明工法となります。 

小口径鋼管工法 

SWS試験結果での設計長は、支持層の不

陸により施工長と差異が生じる場合があ

ります。

本調査結果のみでなく設計のための追加

調査および施工実績を踏まえた検討・施

工をお願い致します。 

その他特殊工法 
特殊改良工法は工法の適用及び工事設計仕様をJHSにて確認致しま
す。尚、現場状況及び設計確認後に工法採用できない場合がありま
す。 

〒130-0026 東京都墨田区両国2-10-14
両国シティコア17F
TEL.03-5624-1547　FAX.03-5624-1544 

２５ 
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大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

私道 0.00～+0.02 

住宅 +0.21～+0.24 

住宅 +0.17～+0.20 

道路 -0.03～0.00 
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物件名称

調査場所

測点番号

高 低 差

水 位

最終貫入深さ

調査年月日

試 験 者

試験方法天 候

荷重
Wsw
(KN)

半回
転数
Na

貫入深さ

D
(m)

貫入量

L
(cm)

1m当りの
半回転数

(Nsw)

記 事

音感・感触 推定土質

推 定
柱状図

換算
Ｎ値
Nc※1貫入状態

荷 重
Wsw(KN)

0 0.25 0.50 0.75 1 50

貫入量1m当りの半回転数
N  s  w

許容
支持力

qa※2

（KN/㎡）200001 051

資料 試験結果
スクリューウエイト貫入試験（旧スウェーデン式サウンディング試験）

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

晴 不明 

4.90 m 道下　誠矢 －0.06 m BM

2023年03月09日 

機械式 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

001

1.00 17 0.25 25 68 6.5ジャリジャリ 砂質土(盛土) 70.8

1.00 16 0.50 25 64 6.2ジャリジャリ 砂質土(盛土) 68.4

1.00 13 0.75 25 52 5.4ジャリジャリ 砂質土(盛土) 61.2

1.00 8 1.00 25 32 4.1ジャリジャリ 砂質土(盛土) 49.2

1.00 4 1.25 25 16 3.8粘性土 39.6

1.00 1 1.50 25 4 3.2粘性土 32.4

1.00 0 1.75 25 0 3.0ジンワリ 粘性土 30.0

1.00 8 2.00 25 32 4.6粘性土 49.2

1.00 6 2.25 25 24 4.2粘性土 44.4

1.00 3 2.50 25 12 3.6粘性土 37.2

1.00 19 2.75 25 76 7.0砂質土 75.6

1.00 17 3.00 25 68 6.5砂質土 70.8

1.00 15 3.25 25 60 6.0砂質土 66.0

1.00 14 3.50 25 56 5.8粘性土 63.6

1.00 14 3.75 25 56 5.8粘性土 63.6

1.00 19 4.00 25 76 7.0砂質土 75.6

1.00 53 4.25 25 212 16.2砂質土 > 120

1.00 90 4.50 25 360 26.1砂質土 > 120

1.00 94 4.75 25 376 27.1砂質土 > 120

1.00 60 4.90 15 400 28.8打撃 砂質土 > 120

UDI識別番号：W2022UDI35959



物件名称

調査場所

測点番号

高 低 差

水 位

最終貫入深さ

調査年月日

試 験 者

試験方法天 候

荷重
Wsw
(KN)

半回
転数
Na

貫入深さ

D
(m)

貫入量

L
(cm)

1m当りの
半回転数

(Nsw)

記 事

音感・感触 推定土質

推 定
柱状図

換算
Ｎ値
Nc※1貫入状態

荷 重
Wsw(KN)

0 0.25 0.50 0.75 1 50

貫入量1m当りの半回転数
N  s  w

許容
支持力

qa※2

（KN/㎡）200001 051

資料 試験結果
スクリューウエイト貫入試験（旧スウェーデン式サウンディング試験）

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

晴 不明 

4.84 m 道下　誠矢 －0.03 m BM

2023年03月09日 

機械式 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

002

1.00 11 0.25 25 44 4.9ジャリジャリ 砂質土(盛土) 56.4

1.00 6 0.50 25 24 3.6ジャリジャリ 砂質土(盛土) 44.4

0.75 0 0.75 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.00 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.25 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.50 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

1.00 0 1.75 25 0 3.0ストン 粘性土 30.0

0.75 0 2.00 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.50 0 2.25 25 0 1.5ジンワリ 粘性土 15.0

1.00 17 2.50 25 68 6.5砂質土 70.8

1.00 12 2.75 25 48 5.2砂質土 58.8

1.00 42 3.00 25 168 13.2砂質土 > 120

1.00 11 3.25 25 44 5.2粘性土 56.4

1.00 5 3.50 25 20 4.0粘性土 42.0

1.00 31 3.75 25 124 10.3砂質土 104.4

1.00 33 4.00 25 132 10.8砂質土 109.2

1.00 41 4.25 25 164 12.9砂質土 > 120

1.00 121 4.50 25 484 34.4砂質土 > 120

1.00 156 4.75 25 624 43.8砂質土 > 120

1.00 60 4.84 9 667 46.6打撃 砂質土 > 120
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物件名称

調査場所

測点番号

高 低 差

水 位

最終貫入深さ

調査年月日

試 験 者

試験方法天 候

荷重
Wsw
(KN)

半回
転数
Na

貫入深さ

D
(m)

貫入量

L
(cm)

1m当りの
半回転数

(Nsw)

記 事

音感・感触 推定土質

推 定
柱状図

換算
Ｎ値
Nc※1貫入状態

荷 重
Wsw(KN)

0 0.25 0.50 0.75 1 50

貫入量1m当りの半回転数
N  s  w

許容
支持力

qa※2

（KN/㎡）200001 051

資料 試験結果
スクリューウエイト貫入試験（旧スウェーデン式サウンディング試験）

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

晴 不明 

4.66 m 道下　誠矢 －0.06 m BM

2023年03月09日 

機械式 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

003

0.75 0 0.25 25 0 1.5ジンワリ 砂質土(盛土) 22.5

1.00 0 0.50 25 0 2.0ストン 砂質土(盛土) 30.0

1.00 0 0.75 25 0 2.0ジンワリ 砂質土(盛土) 30.0

0.75 0 1.00 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.25 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.50 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.75 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

1.00 0 2.00 25 0 3.0ストン 粘性土 30.0

0.75 0 2.25 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

1.00 11 2.50 25 44 4.9砂質土 56.4

1.00 12 2.75 25 48 5.2砂質土 58.8

1.00 20 3.00 25 80 7.3砂質土 78.0

1.00 16 3.25 25 64 6.2砂質土 68.4

1.00 4 3.50 25 16 3.8粘性土 39.6

1.00 37 3.75 25 148 11.9砂質土 118.8

1.00 50 4.00 25 200 15.4砂質土 > 120

1.00 29 4.25 25 116 9.7砂質土 99.6

1.00 103 4.50 25 412 29.6砂質土 > 120

1.00 153 4.66 16 956 66.0打撃 砂質土 > 120

UDI識別番号：W2022UDI35959



物件名称

調査場所

測点番号

高 低 差

水 位

最終貫入深さ

調査年月日

試 験 者

試験方法天 候

荷重
Wsw
(KN)

半回
転数
Na

貫入深さ

D
(m)

貫入量

L
(cm)

1m当りの
半回転数

(Nsw)

記 事

音感・感触 推定土質

推 定
柱状図

換算
Ｎ値
Nc※1貫入状態

荷 重
Wsw(KN)

0 0.25 0.50 0.75 1 50

貫入量1m当りの半回転数
N  s  w

許容
支持力

qa※2

（KN/㎡）200001 051

資料 試験結果
スクリューウエイト貫入試験（旧スウェーデン式サウンディング試験）

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

晴 不明 

4.41 m 道下　誠矢 －0.07 m BM

2023年03月09日 

機械式 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

004

1.00 14 0.25 25 56 5.7ジャリジャリ 砂質土(盛土) 63.6

1.00 8 0.50 25 32 4.1ジャリジャリ 砂質土(盛土) 49.2

1.00 7 0.75 25 28 3.8砂質土(盛土) 46.8

1.00 3 1.00 25 12 3.6粘性土 37.2

1.00 0 1.25 25 0 3.0ジンワリ 粘性土 30.0

0.75 0 1.50 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 1.75 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

0.75 0 2.00 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

1.00 8 2.25 25 32 4.1砂質土 49.2

1.00 14 2.50 25 56 5.7砂質土 63.6

0.75 0 2.75 25 0 2.2ジンワリ 粘性土 22.5

1.00 3 3.00 25 12 3.6粘性土 37.2

1.00 6 3.25 25 24 4.2粘性土 44.4

1.00 14 3.50 25 56 5.7砂質土 63.6

1.00 37 3.75 25 148 11.9砂質土 118.8

1.00 44 4.00 25 176 13.7砂質土 > 120

1.00 35 4.25 25 140 11.3砂質土 114.0

1.00 60 4.41 16 375 27.1打撃 砂質土 > 120

UDI識別番号：W2022UDI35959



資料 試験結果

スクリュードライバーサウンディング（SDS）試験
物件名称
調査場所

日月年査調差低高号番点測

0

1

2

3

4

5

0 20 40 60 80

深
度

(m
)

補正トルク T(Nm)

0 10 20 30 40

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0 0.25 0.5 0.75 1

貫入速度（mm/s）

深
度

(m
)

補正荷重 W（kN)
0 2.5 5 7.5 100 2.5 5 7.5 10

塑性ポテンシャル係数 cp'

軟らかい 硬い

回転させるために必要な力

各荷重段階の
補正荷重と貫入速度

地盤の硬軟 地盤の強さ

弱い 強い

※以下のパラメータ等を用いて土質を推定しています

貫入エネルギーEL※
（kNm)

※EL：E0.25SLの略称

BM-0.14mSDS No.1
東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 
大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

2023年03月09日 

盛土・埋土（砂質土） 

粘性土（砂層混） 

砂質土（粘土層混） 

粘性土（砂層混） 

砂質土 

UDI識別番号：W2022UDI35959



音感・感触 貫入状態 推定土質

※1,2,4　 一般財団法人 ベターリビング 建築技術審査証明等より算出
※3　Nc（粘性土）＝3Wsw + 0.050Nsw Nc（砂質土）＝2Wsw + 0.067Nsw
（貫入エネルギーEL以外は参考情報として扱ってください。）

推　定
柱状図

記　事

SDS試験によるSWS試験の換算値 及び 貫入エネルギー EL

物件名称

調査場所

測点番号

高低差

調査年月日

最終貫入深さ

貫入
エネルギー

EL
(kN･m)

1m当りの

半回転数

(Nsw)

貫入深さ

D
(m)

荷重
Wsw
(KN) 

半回
転数
Na※1 ※2

貫入量
L

(cm)
※4

換算
N値
Nc ※3

換算N値

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

大田区多摩川１丁目２区画Ｂ号棟　様邸 

4.75 mBM-0.14m

2023年03月09日 

東京都大田区多摩川１－２７０－１９ 

SDS No.1

1.00 25 0.25 25 100 8.7砂質土(盛土) 0.95

1.00 6 0.50 25 24 3.6砂質土(盛土) 1.54

1.00 10 0.75 25 40 4.6砂質土(盛土) 1.73

1.00 3 1.00 25 12 3.6粘性土 0.85

1.00 3 1.25 25 12 3.6粘性土 0.51

1.00 3 1.50 25 12 3.6粘性土 0.48

1.00 0 1.75 25 0 3.0粘性土 0.28

1.00 6 2.00 25 24 4.2粘性土 0.38

1.00 8 2.25 25 32 4.1砂質土 1.46

1.00 28 2.50 25 112 9.5砂質土 1.95

1.00 0 2.75 25 0 3.0粘性土 0.46

1.00 3 3.00 25 12 3.6粘性土 0.77

1.00 4 3.25 25 16 3.8粘性土 0.45

1.00 6 3.50 25 24 4.2粘性土 0.65

1.00 19 3.75 25 76 7.0砂質土 1.81

1.00 25 4.00 25 100 8.7砂質土 3.51

1.00 56 4.25 25 224 17.0砂質土 13.73

1.00 38 4.50 25 152 12.1砂質土 8.77

1.00 50 4.75 25 200 15.4砂質土 8.73

UDI識別番号：W2022UDI35959



資料 現場写真

全景3 

2調査中 

3調査中 4調査中 

SDS1調査中 全景1 

全景2 

1調査中 
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資料 現場写真

調査前スクリューポイント1 

BM（遠景） 

全景5 全景4 

全景6 

BM（近景） 
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S-i工法

一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　第10-13号改3

-先端翼付き鋼管を用いた杭状地盤補強工法-

大田区多摩川1丁目2区画B号棟　様邸

(改定3)

支 持 力 検 討 書

2023年3月

施 工 会 社 ： 地研テクノ株式会社

発 注 者 ： 株式会社オープンハウス・アーキテクト　藤沢住宅展示場

白金建築設計事務所株式会社二級建築士事務所
二級建築士（東京知事登録 第 86870 号）石井 美里

UDI識別番号：W2022UDI35959



１．物件名称および建設地
物件名称：
建設地：

２．工法概要

３．適用範囲
下記の①～③の条件をすべて満足する建築物および高さ3.5m以下の擁壁

適用地盤：砂質土地盤（礫質土地盤を含む）、粘性土地盤

４．物件概要
30 kN/m2 基礎面積 32.3 m2

５．杭状地盤補強材の設定
鋼管軸径 D 89.1 mm 鋼管肉厚t 4.2 mm 鋼管規格 STK400
先端翼径 D w 270 mm 検討本数 22 本

総打設本数 22 本

６．長期支持力の算定
(i) 地盤から決まる長期許容支持力　R a

地盤から決まる長期許容支持力は式(1)により求める。各調査地点での長期許容支持力を下表に示す。

asw

・・・(1) ：先端深度での平均N '値
A p ：先端翼の有効断面積 0.0573 m2

1 2 3 4

4.50 4.50 4.50 4.50

20.0 20.0 20.0 20.0

47.8 47.8 47.8 47.8

(ii) 杭状地盤補強材の長期許容圧縮耐力　R a '

杭状地盤補強材の長期許容圧縮耐力は、下記の式(2)～(6)により求める。

・・・(2) R a '： 鋼管の長期許容圧縮耐力(kN)

A s ： 鋼管の有効断面積 0.000843 m2

・・・(3) L f C ： 長期許容圧縮応力度(kN/m
2
)

L f t ： 鋼管の長期設計基準強度(kN/m
2
)

156667 (kN/m2)

R c ： 低減係数 0.980

t ： 軸部肉厚(m)

・・・(5) r ： 軸部半径(m)

n ： 長さ径比の限界値(100)

・・・(6) ※ 算定に際して、腐食代1 mmを考慮する。

1 2 3 4

4.49 4.46 4.49 4.50

1 1 1 1

0.05 0.05 0.05 0.05

0.00 0.00 0.00 0.00

123.0 123.0 123.0 123.0

(iii) 長期許容支持力の判定

・・・(7)

1 2 3 4

1050.5 1050.5 1050.5 1050.5

OK OK OK OK

大田区多摩川1丁目2区画B号棟　様邸
東京都大田区多摩川1‐270‐19

本技術は、鋼管に4枚の掘削刃とスパイラル状の翼部を有する鋳鋼製先端翼部品を溶接接合したものを回
転することによって地盤中に貫入させ、これを杭状地盤補強材として利用する技術である。

① 地上3階以下、② 高さ13m以下、③  延べ面積1500m2以下（平屋：3000m2以下）

設計接地圧

：先端翼の支持力係数(125)

SWS No.

調査時地盤面からの掘削深度(m)

長期許容支持力 R a  (kN)

SWS No.

長さ径比低減率 b

補強材実長 L  (m)

継手箇所数 m

継手低減率 a

長期許容支持力Pは、上記(i)、(ii)で求められた値を用いて、式(7)により決まる。また、式(7)で求められた
長期許容支持力に対して、設計荷重に対する安全性を判定する。

平均N '値

補強材支持力= P×本数 (kN)
支持力の判定

・・・(4)

SWS No.

設計荷重 (kN) 969

長期許容圧縮耐力 R a ' (kN)

𝑁′𝑅𝑎 =
1

3
α𝑠𝑤 ∙ 𝑁′ ∙ 𝐴𝑝

𝑅𝑎
′ = 𝐴𝑠 𝐿𝑓𝑐(1 − 𝑎 − 𝑏)

𝐿𝑓𝑐 = 𝐿𝑓𝑡 ∙ 𝑅𝑐

ቊ
𝑅𝑐 = 0.8 + 2.5 Τ𝑡 𝑟 (0.01 < Τ𝑡 𝑟 < 0.08)

𝑅𝑐 = 1.0 Τ0.08 ≤ 𝑡 𝑟

𝑎 = 5𝑚

𝑏 = Τ( Τ𝐿 𝐷 − 𝑛) 100

𝑃 = min(𝑅𝑎 , 𝑅𝑎
′ )
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７．先端平均N '値の算定
先端平均N '値の算定方法および算定結果を以下に示す。
先端平均N '値は、下図に示すように、補強材先端の着底深度の上下1D w区間を対象とする。

SWSNo 1 区間長： 0.54m SWSNo 2 区間長： 0.54m

深度(m) N '値 線形補間 台形面積 深度(m) N '値 線形補間 台形面積
4.00 7.09 7.09 4.00 10.84 10.84

4.23 15.40 4.23 12.80

4.25 16.20 16.20 0.316 4.25 12.99 12.99 0.258

4.50 25.00 25.00 5.151 4.50 25.00 25.00 4.749

4.75 25.00 25.00 6.250 4.75 25.00 25.00 6.250

4.77 25.00 0.500 4.77 25.00 0.500

5.00 25.00 25.00 5.00 25.00 25.00

22.6 >  20 21.7 >  20

20.0 20.0

SWSNo 3 区間長： 0.54m SWSNo 4 区間長： 0.54m

深度(m) N '値 線形補間 台形面積 深度(m) N '値 線形補間 台形面積
4.00 15.40 15.40 4.00 13.79 13.79

4.23 10.20 4.23 11.50

4.25 9.77 9.77 0.200 4.25 11.38 11.38 0.229

4.50 25.00 25.00 4.347 4.50 25.00 25.00 4.548

4.75 25.00 25.00 6.250 4.75 25.00 25.00 6.250

4.77 25.00 0.500 4.77 25.00 0.500

5.00 25.00 25.00 5.00 25.00 25.00

20.9 >  20 21.3 >  20

20.0 20.0

SWSNo 区間長：
深度(m) N '値 線形補間 台形面積 SWS試験の場合の適用範囲

（平均N'値）
（個々のN'値）

RAM試験の場合の適用範囲
（平均N'値）
（個々のN'値）

上図での先端平均N '値の算定範囲は、補強材先端の着底深度の上下1D wの区間とする。そのため、地盤

調査の計測値による先端着底深度の上下1D wでの線形補間値を用いる。

また、先端平均N '値は、上図に示す各区間の台形①～④の面積和を区間長(翼径の2倍長)2D wで除して

求める。
各調査地点の先端平均N '値の算定結果を以下に示す。

∴ 平均N '値= ∴ 平均N '値=

台形面積和/2D w =平均N '値=

台形面積和= 12.21654

11.5263
台形面積和/2D w=平均N '値=

∴ 平均N '値= ∴ 平均N '値=

台形面積和= 11.29622 台形面積和=
台形面積和/2D w=平均N '値=

台形面積和/2D w=平均N '値=

∴ 平均N '値=

台形面積和=

台形面積和= 11.75638

台形面積和/2D w=平均N '値=

平
均

N
'値
算
定
範

Dw

D
w

D
w

補強材先端深度

換算N'値

●対象深度のN'値

台形①

台形②

台形③

台形④

5 ≤ 𝑁′ ≤ 20
3 ≤ 𝑁′ ≤ 25

10 ≤ 𝑁′ ≤ 20
5 ≤ 𝑁′ ≤ 45
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※現地地盤状況により長さに変更が生じる可能性があります。

※杭長は設計GLからの長さで検討しています。

※現地状況により偏芯が生じる可能性があります。

※杭状地盤補強とし、鉛直支持力の検討としております。
　水平力考慮の場合は別途検討となり、本数・杭径等変更が生じる可能性があります。

※接地圧(荷重)は30kN/㎡で検討しています。

Σ-i工法

φ89.1mm×(t)4.2mm×(dw)270mm

L=4.50m×22本

GBRC 性能証明 第10-13号 改3

材料：鋼管軸部 STK400　先端翼 SCW410

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15

16 17 18 19 20 21 22
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